
1 

 

災害時介護の質維持に必要な要素  

－東日本大震災時の介護の実態調査から－  

 

一 般 財 団 法 人 労 災 サポ ー ト セ ンタ ー  宮 城 労 災 特 別介 護 施 設  

○ 田 中  朋 子  熊 谷  孝 二  阿 部芙 季 子  工 藤  繁 子  

【 は じ め に 】 X 施 設 は 労 働 災 害に よ り 、 脊 髄 損 傷 や頭 部 外 傷 で重 度 障 害

を 負 っ た 方 の 介 護 施設 で あ る 。東 日 本 大 震 災 の 発 生に よ り 、 ライ フ ラ イ

ン が 遮 断 さ れ 、 復 旧ま で に 2 5 日 間 要 し た 。 そ の 間の 介 護 を 振り 返 り 、

非 常 時 の 介 護 の 質 を保 つ た め に必 要 な 要 素 に つ い て検 討 し た 。  

【 研 究 方 法 】 ① 勤 務者 へ の 半 構造 的 イ ン タ ビ ュ ー 調査 ② 当 時 の各 種 記 録

内 容 ③ 災 害 発 生 か ら平 常 に 至 る過 程 を 立 花 ら に よ る「 介 護 の 質保 証 モ デ

ル 」の カ テ ゴ リー の 中 の ｢生 命 維持 レ ベ ル の 介 護 Ⅱ ｣と ｢非 常 時 生活 レ ベ ル

の 介 護 Ⅰ ｣の 必 要 項 目 と 入 居者 の言 動 変 化 に つ い て 整理 考 察 す る。  

【 結 果 】 ラ イ フ ラ イン の 復 旧 状況 に よ り 、 介 護 内 容は 刻 々 と 変化 し た 。

ラ イ フ ラ イ ン の 中 で電 気 復 旧 が一 番 早 く 、 震 災 か ら 3 日 後 の 3 月 1 4 日

で あ っ た 。 施 設 の エネ ル ギ ー 備蓄 は 充 分 だ っ た が 、電 気 の 復 旧が 不 確 か

で 暖 房 を 制 限 し た ため 低 体 温 、電 気 毛 布 に よ る Ⅰ 度の 低 温 熱 傷の 発 生 も

あ っ た 。入 居 者 は 震 災 直後 、指 示に 対 し て 協 力 的 で あっ た が 、 1 0 日 前 後

を 境 に 不 満 や 要 望 など 言 動 に 変化 が 見 ら れ た 。 娯 楽で あ る 麻 雀な ど を 開
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始 し た の も こ の 時 期で あ る 。 ｢非 常 時 生 活 レ ベ ル の 介護 Ⅰ ｣の 介 護行 為 と

し て 洗 面 と 口 腔 ケ アが 挙 げ ら れて い る が 、 X 施 設 で 通 常 パ タ ーン に も ど

っ た の は 1 3 日 目 で あ っ た 。こ の時 期 が Ⅹ 施 設 に お ける ｢生 命 維 持レ ベ ル

の 介 護 Ⅱ ｣と 「 非 常 時 生 活 レベ ルの 介 護 Ⅰ 」 の 移 行 期と 考 え る 。  

【 結 論 】 非 常 時 の 安全 安 心 に 繋が る コ ミ ュ ニ ケ ー ショ ン は 、 平常 時 か ら

個 性 を 把 握 し た 関 わり で 成 立 する 。 過 剰 な 節 約 を しな い 為 に も常 に 施 設

内 エ ネ ル ギ ー の 予 備能 力 の 把 握、 施 設 内 備 品 や 災 害支 援 物 資 など の 在 庫

管 理 は 重 要 で あ る 。非 日 常 を 日常 に 近 づ け る た め 他職 種 連 携 と協 働 に よ

る 工 夫 が 必 要 で あ る。  


